
会　議  概  要　

	会議名称
	平成２７年度　第１回伊那市男女共同参画推進会議

	日時
	平成２７年６月３０日（火）　１６：００～１７：２０

	場所
	多目的ホール

	欠席者
	永田　勉委員

	会議事項・概要

	１　開　　会　　原総務部長　

２　あいさつ　　原　会長　　・共同参画を意識しない社会を目指す
　　　　　　　　　　　　　　・公民館活動では女性が活発

３　自己紹介　
４　協議事項
　（１）平成２７年度男女共同参画事業計画について
平成２７年度事業計画に基づき飯島課長説明
　　　　少子高齢化の中で子育て支援は大切だが、子育ての環境以上に経済的なことが大きい。
経済的なことまで踏みこむ必要がある。女性の参画において女性が働くことは収入につながり経済的に安定し、子育てをする環境の一部が整う。女性の労働と合計特殊出生率は相関する。よい循環を作るために男女共同参画は重要なこと。
　
（２）第３次伊那市男女共同参画計画策定に向けたアンケートについて　
　　　　事務局より説明　
平成２９年度策定される計画の基礎となるアンケートであり、啓発の意味も込める。

（質　疑）
　　委員・・言葉は難しくて答えられないのではないか。
　　　　　・趣旨や設問の書き方について。
　事務局・・男女共同参画事業の言葉として周知されているか把握するものなので、言葉は
　　　　　　そのまま使い、解説を入れることとする。括弧の言葉の説明は除く。
（３）「子育てしやすい環境について」
　　　資料：「田舎暮らしの本」（子育て世代にぴったりな田舎部門第１位）

　　　　　　KURA 子育てを助けるまち（6月20日発売）
　　　　　　内閣府からの資料、庁内からの課題とりまとめ　など
　　　　

　・伊那小学校など特別のものだけ取り上げられているが、そうではなく、福祉や交通や総合的
な暮らしをみて全体的に評価する必要があるのではないか。
・高遠町では保育園の存続の危機。保育園がなくなったらとても来てはもらえない。人口の少ない地域は次第にそうなる。
　・成長に応じ基本的なことに市が対応することが、子どもを産み、育てやすい環境となり自然に
人口が増えるのではないか。保育園入園時、共働きをしたいと思った時の保育園の容量や
年少になると保育料やアレルギー対策など。
　・若い人を呼ぶには仕事があること。働く場所の確保が必要。伊那市は基本が欠けている。
　　　－学童クラブはどうか―
　・小学校4年までだが、働きやすくなった。夏休みなど長い休みも助かる。
　・核家族が主流になり昔とは違う。年代別のアンケートから意識の違いが分かる。
　　　－企業の産休、育休業制度－
　・産休、育休制度があってもほとんど利用できないのではないか。
　・育児休業中は仕事のバックアップ体制が整わないと難しい。経済的にも厳しい。
　・制度の周知も必要、利用できるように。
　　－地域―
　・昔は、すぐ祖父母に子どもの面倒を頼んだが、今は頼めないし、頼まない。核家族で祖父母の
　　出番が少なくなっている。もっと頼めばいい。
　・大きなスクリーンで、男性が子どもを育てる姿を流し、多く人目に触れる機会を作ることで意識　　　　　　　　　

　　を高めたらどうか。
　・家庭の中では共同参画ができているが、職場や地域が課題ではないか。
　・地区では自治会に入らない人が増加している。西箕輪では40％加入してない。自治会の加入の
有無で、地域や人のつながりが全く違う。日常的な問題として捉えていかなければならない。
　　被災時にも知り合いなら譲りあえるが、普段からの交流が必要。
　・地域力は大切。
　・行政だけに頼るのではなく地域で連携して子育てをする。
　・公民館活動で仲間作りから地元を見直す。ベビーマッサージで母親同士話をしてみる。未就園児の集いから保育園につながるなど。イベントは休日なら父親は来るが平日は来ない。
　・人口が増えると地域の交わりは少なる。　

　　子育てにぴったり部門で伊那市が日本一に選ばれたのは、雑誌の作りであるが、全市町村に投げかけた、暮らし全般のアンケートの結果である。
本日のこのような協議を地方創生戦略にもつなげていきたい。　　
（４）その他
　　①地区における女性登用についての報告　・・事務局から報告　
　　②ホームページモニター選出について
　　　山口　治氏に決定
　５　その他
　６　閉　　会　　上島副会長
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